
虐一まブ。。

数理解析研究所講究録 577

Foliations and K-theory

禁帯出期間

6ユ.2. ユ 5- 2.22

数研図書室

京都大学数理解析研究所

1985年 12月



は し め に

本講究録は、表記標題の下に 1985年 7月 22日から同 24日にわたって行われた

研究集会の報告集てある。 集会の参加者は 74名であった。 この報告集に収められ

ているものの他に竹崎正道氏 (UCLA Prof.)の講演かあったことを附記しておく。

その内容は、Mathematlcal Sclence Research Institute, Berkeleyにおける 1984-

1985Research ProJect:K一一 theory, Index Theory and Operator Algebraについて、

計画組織者の立場からみた報告で、MSRIの独特な運営の基本方針等をうかがい知る

ことができ有意義であった。
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